
第２７５回福島県災害対策本部員会議（概要） 

災害対策本部総括班まとめ 

 

１ 日 時：平成 24年 7月 30日(月）9:46～10:15 

２ 場 所：自治会館 303会議室 

３ 内 容： 

（１）環境放射能測定結果（暫定値）の状況について 

 事務局：別紙資料により説明 

  7月 30日午前 6時現在の状況について報告する。 

直近の測定結果で、最小値は、南会津地方、道の駅しもごうの 0.04μSv/h、最大

値は、相双地方、大熊町夫沢三区地区集会所の 35.2μSv/hとなっている。 

 おおむね横ばいまたは減少傾向を示している。 

 

（２）福島県民向け電話相談窓口 週報について 

 オフサイトセンター事務局：別紙資料により説明 

  先週の相談件数は 153件。 

  主な内容としては、⑧福島の桃は美味しいので大人は食べているが、乳児に食べさ

せても大丈夫か、⑩家で作った野菜を検査してもらったところ、すべてＮＤであった。

大人は食べているが、子供に食べさせても大丈夫か、という相談であった。回答につ

いては食品検査をきちんとしているので、乳児が食べても安全であると回答している。 

 

 知事： 

  問い合わせをしてきたのは、福島県内の人か、福島県外の人か。 

 オフサイトセンター事務局： 

  県民相談窓口なので、県内の人である。 

 

（３）「農林水産業に関する相談窓口」の利用状況について 

 農林水産部長：別紙資料により説明 

  先週の相談件数は、6件。 

主な内容としては、ゼオライトの使用についての問い合わせが 3件、賠償に関する

問い合わせ、野菜の作付けに関する問い合わせ、ＨＰの検索方法に関する問い合わせ

等だった。 

ゼオライトの使用に関しては、畑の基準はあるのか、水田への散布は今年だけでい

いのか等の問い合わせであったが、それぞれ県の技術指針に基づいて回答している。   

賠償に関しては、米の作付制限による損害についての請求は誰が行うのかという問

い合わせであった。請求は、直接農業者が行うことになるが、非組合員の方であった



ため、ＪＡの協議会で組合員以外の方の賠償請求も受け付けているので、ＪＡに相談

するようにと回答した。 

（４）「原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口」利用状況について 

原子力損害対策担当理事：別紙資料により説明 

 先週の相談件数は、103 件となっており、先々週、その前は、80 件台だったため、

若干増えているが、全体としてはそれほど多くない状況となっている。 

内容として、県南・会津地方の給付金関係に関する問い合わせが減少してきている

が、代わりに浜通りの避難指示区域の財物、あるいはそれに伴う就労損害等々の問い

合わせがやや増えてきている状況である。 

 

（５）経営・金融・労働の相談状況について 

 商工労働部長：別紙資料により説明 

先週の相談件数は、合計で 18件。ほぼ通常どおりの件数となっている。 

相談内容は、資料記載のとおりであるが、先週は就職に関する相談は０件であった。 

 

 （６）県産材製材品の表面線量調査の結果について 

農林水産部長：別紙資料により説明 

  今回 3回目となるが、6月 4日から 7月 24日にかけて、県産材を製材、出荷して

いる県内全ての事業所 135か所について、調査をした結果となっている。調査方法と

しては、出荷製品の柱・梁・板材の表面線量を測定した結果である。結果としては、

最大値で 61cpm、平均値で 3cpm となっている。最大の 61cpm は、シーベルトに換算

すると 0.0021μSv/h という数値で、有識者の意見を確認したところ、環境や健康へ

の影響はないと考えられるという評価、結果だった。詳細は記載のとおりである。今

後、定期的に 3か月に 1回程度、製材品の安全性を確認して公表していきたいと考え

ている。 

 

 （７）知事より 

  連日、本当にご苦労様。一昨日のＪＲ東日本のふくしま復興号は大変な状況の皆さ

んに勇気を与えてくれたかなと思う。また、昨日は南相馬で相馬野馬追が行われ、元

に戻った 400騎が参加して野馬追の伝統を披露して頂いて、あれもまた大きな元気に

なったのかなと思う。今それぞれ皆さんから報告があって、厳しい状況ではあるが、

相馬の水産業の一部が再開される等、明るい情報もそれぞれ出てきている。 

しかしながら、風評被害は、全般に渡ってまだ非常に厳しい状況にあるので、これ

についても、よく連携をとりながら、しっかり対応して頂きたい。特に今、福島は桃

の時期で、私も先週、上野駅と秋葉原駅と内閣府の方に桃を持ってＰＲしてきて、今

また副知事もそれぞれトップセールスをしているわけだが、この機にＰＲ等課題に対



し、様々な方法を考えながら、これを乗り越えていかなければならないなと思ってい

る。それから、プロジェクトチームに色々やってもらっているが、顔の見える復興を

一歩でも二歩でも進めていただく、これがまた、福島県、県民の大きな元気につなが

っていくので、連携をとりながら、さらに頑張っていただきたい。あと、本当に暑い

日が続いているので、それぞれ皆さん方には体調に十分注意をしながら、頑張ってい

ただきたい。 


